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梵珠だより
アケボノシュスラン

青森県立自然ふれあいセンター機関誌

□ 行事レポート □
●センター開設記念行事
　「蔦沼ツアー」　　　 ７月２日（土）

●白神で遊ぼう！
（世界遺産登録30周年記念） ７月22日（土）

●夏休みスペシャル・クラフト体験
７月22日（土）

●白神の森遊山道トレッキング
（世界遺産登録30周年記念） ８月27日（日）

●世界遺産写真展
　９月１日（金）～９月30日（土）

●秋の梵珠トレッキング
　 （少年自然の家～梵珠山）　 ９月24日（日）
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● ホツツジ 齋藤 信夫（青森自然誌研究会）

　梵珠山の植物観察会のおり、サワグルミの道を
六角堂まで歩いた。私はシダ植物について少々の
解説をしながらゆっくり歩いていた。種子植物の
花や果実も意識しながら探していると、ムラサキ
シキブが花を咲かせ、ナツハゼはすでに果実を披
露していることに気づいた。ムラサキシキブの花
は葉の葉腋にかたまってつく。一方、ナツハゼは
今年伸びた枝の先端に総状につく。そのため、ナ
ツハゼの果実は穂のように並んでいる。そんな様
子を眺めながらも「もう、そんな時期か」と思わ
された場面があった。それはホツツジに花穂が伸
び始め、じきに咲くように膨らんだ蕾を確認した
瞬間だった。
　ホツツジは名前のように小さな花が穂のように
円錐状にまとわりつく。梵珠山では観察路沿いの
いろんなところで目にするが、どちらかというと、
やや乾燥気味の尾根筋や、斜面の上部などで目に
する機会が多い。私がよく利用する道では、サワ
グルミの道の１合目から３合目当たりの斜面、あ
るいはマンガンの道の２合目から陸奥湾展望所あ
たりくらいまでの斜面だろうか。いずれにしても
木の高さは大きくても２～３ｍほどで、ブナやミ
ズナラなどの林の下に生える低木である。
　ところで、フェノロジーという言葉がある。日
本語では生物季節と訳されているというが、植物
について言えば、季節の移り変わりに従って、発
芽、芽吹き、開花、紅葉、落葉などの変化を、気

象や気候などの面からとらえる学問ということら
しい。自然ふれあいセンターが作成した「梵珠山
ガイドマップ」の中の「梵珠の花ごよみ」の内容
が該当すると思う。そこにホツツジは扱われてい
ないが、きっと芽吹きの遅い樹木のためだろう。
梵珠山でのホツツジは５月上旬～中旬にかけて冬
芽が動き始め、まず葉を広げる。６月中旬ころま
でにはすっかり葉を広げてしまうが、見た目には
花穂はまだ動き始めていない。そして、７月上旬
ころになると次第に花穂らしいものが確認でき、
７月中旬から下旬にかけてつぼみが膨らみ開花へ
と続く。そのような変化は、同じツツジ科のムラ
サキヤシオツツジやヤマツツジなどに比べると、
かなりゆったりした開花への道のりである。
　ホツツジの花は、細長い楕円形の白っぽい花び
らを３枚持つが、花びらは開花すると反り返る。
そして、柱頭が長く突き出る。まるで花から細長
いトゲが出ているようにさえ見える。そんな姿だ
からムラサキヤシオツツジやヤマツツジなどの花
とは異なる印象を与える。
　これまでも、蕾や花、あるいは果実などの写真
を撮ろうとたびたび覗きこむことがあったが、ほ
とんどの場合、花穂には蜘蛛の糸のようなとても
細い糸が絡んでいて、なかなかホツツジだけの写
真にならないことが多かった。これも自然界の摂
理であろうか。

ホツツジが一斉に
花を咲かせた。
(2021年８月20日）

ホツツジの果実
割れて種子を放出し
ているものもある。
(2021年10月21日）
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ギンリョウソウ

●ギンリョウソウ［銀竜草］別名ユウレイタケ  イチヤクソウ科 長尾 キヨ（津軽植物の会）

　この花と出会ったのは数十年前である。
薄暗い山道を歩いていた時、残雪と見まが
うほどまっ白なかたまりがあった。全体が純
白で草なのかキノコなのか見当がつかない
不思議な姿にびっくりしたのを覚えている。
　ギンリョウソウは山地の他の草が育ちに
くいような日陰に生える奇妙な形の草で、地
上に出ている部分は純白である。根は褐色
で地中にかたまりになる。「腐生植物」といっ
て腐った落ち葉などから養分を取り入れて
いるのである。
　草丈８～ 15 ｃｍ。茎はまっすぐに立ち、
1 株から数本ずつ出る。葉は互生し、白色半
透明で鱗状に何枚も重なって茎についてい
る。花茎の先に包葉に包まれた花を下向き
に1個つける。花びらは筒形で長さ1.5ｃｍ、
３～５個つけているが内側がへこんでへら
状になり、つけねのところはいくらかふくら
んで袋状となって蜜がたまる。おしべは 10
本（私が解剖したのは 13 本）あり花茎には

毛が生えている。めしべはとっくり形で花柱
は太く短く青紫色を帯びる。実は球形でまっ
白である。茎が地上に倒れると、実はつぶ
れて種をまきちらす。
　和名は銀竜草（ギンリョウソウ）で、花を頭、
茎を胴、葉を鱗にみたて銀色の竜が首をも
ちあげた姿になぞらえた。別名の幽霊茸（ユ
ウレイタケ）は、暗い所に白衣をまとった幽
霊のようなキノコを思わせることによる。
　令和５年７月２日（日）センター開設記念
行事「蔦沼ツアー」が開催されました。抽
選による 20 名の参加者と約３㎞の遊歩道を
巡りました。ギンリョウソウが最盛期で、ど
こへ行ってもたくさん観察でき、中には 30
本程のかたまりのものがあったりでびっくり
でした。蔦沼はギンリョウソウの宝庫です。

生物暦（2022年）　　　11 月　　☀☁☂☃：天気　　植物  野鳥  動物  昆虫  は虫類・両生類　　
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
曜 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
　
観
察
で
き
た
も
の

ア
カ
ゲ
ラ
・
カ
ワ
ガ
ラ
ス

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ

ミ
ソ
サ
ザ
イ
・
カ
ワ
ガ
ラ
ス

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

エ
ナ
ガ
・
ヒ
ガ
ラ

カ
メ
ノ
コ
テ
ン
ト
ウ

ウ
グ
イ
ス
・
コ
ガ
ラ

ツ
マ
ジ
ロ
カ
メ
ム
シ

ヨ
ツ
モ
ン
カ
メ
ム
シ

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
・
カ
ケ
ス

ア
キ
ア
カ
ネ
・
カ
ワ
ガ
ラ
ス

ミ
ソ
サ
ザ
イ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

コ
ウ
ラ
イ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ

ア
ト
リ

カ
メ
ノ
コ
テ
ン
ト
ウ

ク
マ
タ
カ
・
キ
ツ
ネ

ツ
チ
ア
ケ
ビ
・
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
・
ヤ
マ
ガ
ラ

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
・
カ
ケ
ス

カ
ン
ボ
ク
・
ウ
ソ

カ
ン
ボ
ク
・
フ
ユ
シ
ャ
ク
ガ

カ
ワ
ガ
ラ
ス
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ミ
ソ
サ
ザ
イ

ア
カ
ゲ
ラ
・
ク
マ
タ
カ

ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

マ
ヒ
ワ
・
ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ

カ
ケ
ス

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
コ
ゲ
ラ

ノ
ス
リ
・
フ
ユ
シ
ャ
ク
ガ

天 ☀ ☀ ☂ ☂ ☁ ☂ ☀ ☁ ☀ ☂ ☀ ☀ ☁ ☀ ☀ ☂ ☂ ☁ ☁ ☀ ☀ ☀ ☁ ☂ ☀ ☁ ☂ ☁ ☂ ☂



第 125 号（4）令和 5 年 9 月 30 日 梵 珠 だ よ り

● 梵珠の野鳥 針生 倖吉（日本野鳥の会青森県支部顧問）

「カケス」
　カラス科、全長は約 33 cm、留鳥、イギリス、
ヨーロッパからユーラシア大陸の中央部、中
国南部からベトナムまで分布する。国内では
普通に見られ山地の林で「ジャー、ジャー」

「ガーガー」という大き目の声で鳴き、他の鳥
の声やイヌ、ネコの声もまねる。
　秋に梵珠の六角堂の手前で５～６羽の群れ
を見かけた、渡り（留鳥であるが中規模で渡
りもする）の途中で地上に落ちたドングリを
探している様子であった。ドングリ類を木の
葉の下にかくして越冬時にそれを食べている
と言われるが雪の下から掘り出すことは不可
能と思われる。また、山道で拾う羽根にカケ
スの青と白のまだら柄の雨覆羽が多いが、私
はカラ類の鳴声をまねている所を小型のタカ
類に襲われて落鳥したのではと推理する。襲っ
たタカはカラ類にしては大きいが鳴声はカラ
類だから弱いと判断して襲撃されるのでは？
　旧田代湿原の木道の手入れをしていた時、
ラジオを聞きながら誰か観察者が近づいてき
たなと思ったが、中々表れない、？と思った
とたんに「ジャージャー」とカケスの鳴き声
に騙されたこともありました。ふれあいセン
ターのベテランスタッフも先々月にカケスに

だまされたとのことです。
　青と白のマダラ柄の雨覆羽を拾いましたら
ラミネートをして裏にピンを取付けると感じ
の良いブローチになりますよ。

「アカショウビン」
　カワセミ科、全長約 27 cm、夏鳥として北
海道、本州、四国、九州に東南アジアから飛
来し森林に生息し朽木やキツツキ類の古巣に
営巣する。キョロロロ・・・（聞きなしは雨降
れ～～～）と後になるほど下がる大きな声で
鳴き、すぐに判る鳥です。嘴と足が赤いが羽
板は明るい栗茶色です。
　十何年か前に蔦温泉売店に立ち寄りました
ら、小笠原哲男さん（故人）が今朝アカショ
ウビンが環境省のミニネイチャーセンターの
ガラスにぶつかって落鳥したとのことでした。
旅館の仲居さんに見せたら感動し、残念でし
たと言っていたそうです。そのアカショウビ
ンはどうしましたかと聞いたところ、そこの
ゴミ箱にあるとのこと。私はもったいないか
ら羽を残しましょうと言って二人で解体作業
となりました。嘴は小笠原さんが乾燥して保
存し、翼は１枚毎分け合いましたが生身の羽
は抜けにくく、やはり冷凍し解凍時に抜くの
が一番容易と思われます。
　この鳥は県内では、十二湖、薬研渓流、目屋、
奥入瀬、そして梵珠（？）で観察が可能でしょう。
　梵珠ではカゲロウ橋とホタル橋の中間、そ
して観察の森のコウモリ観察小屋の奥の湿地
で毎年ではないが見られています。
　仲間にはヤマショウビン、アオショウビン、
ナンヨウショウビン等がいます。

梵珠山のカケス
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